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「温暇化防止・ストリート」の由来
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ｉこのストリート（街ﾉﾘ）で温暖化防止

，についてlMiI入愉報や人の現が広かつ】

’ていくことが、温暖化防1kへの道（ス‘

｜トリート）につながることを願ってい’

!まず。一桁に歩いてみませんか．
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｜気候ネットワーク

，～わたしたちはめざします～'

’１.抜本的な国内対策で京iii焔定曾の6%削減をＩｉ

ｌ２国境､祖の社会経済システムを１

’３.市民･地還主潮で呂思化防止のl2jl2を！

４.政議定ﾌﾟﾛｾｽに市民の樛加と祷公開を！［

５.南北の公平［めざし、南の人々と連撫を！；
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と
四ＤＰＭＦｈ点、

ん？｣何這つだｶﾞな一つと思う薗貫爾潤⑬
:地球温暖化対策推進大綱？

チ」が取り入れられ、2004年までを第1ステップ、

2007年までを第2ステップ、2008～2012年を第3ス

テップとしています。この第2ステップに向けて大

綱の見直しが行われています。合年しっかり評価

をして、第2ステップには実質的な温暖化対策が進

むような大綱になることが望まれます。

現在、「地球温暖化対策推進大綱の見直し」が

行われていて、気候ネットワークでも評価・検討・

提言を行っています。この大綱について簡単に説

明します。1997年12月の「京都議定霞の採択」を

受けて、政府は1998年６月に「地球温暖化対策推進

大綱」を決定しました。これは2010年に向けて推

進すべき地球温暖化対策と国の施策をとりまとめ

たものです。したがって、これが国内の温暖化対

策の基礎となるものです。

その後、曰本が京都蟻定薔を批准するにあたって、

2001年３月に大綱の「改定」を行い、「新大綱」と

なりましだ。しかしながら、基本的な内容は変わ

らず、温室効果ガスの削減を確実にするような施

策や措置はほとんど含まれていません。

新大綱では「ステップ・パイ・ステップのアブ□－

関連記恵：気候ネットワーク通信35号1～2頁、３６号1～3頁

･策崖プロセスが不通明。

･市＆参加・橋報公開が不十分。

･削減効果のある政蹟・措置が少ない。議壼。
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気候ネットワークの団体会員の紹介です。
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ＣＡＳＡは、1988年、大阪・西淀川の大気汚染公

害被害者とこれを支援していた科学者、また早く

から地球環境問題に取り組んでいた消費者グルー

プなどが集まって設立されました。現在、主に地

球温暖化問題について取り組んでいます。気候変

動枠組条約締約国会殿（ＣＯＰ）などの国際会譲に

参加して情報収集をしたり、気候ネットワークを

はじめとする国内の温暖化問題に取り組むＮＧＯと

連携し、日本政府に対して稲極的に働きかけをす

る一方、地球温暖化問題のみならず、さまざまな

環境問題を広く知ってもらうための市民向け調座「地

球環境大学」や、研究会・シンポジウムなども開

催しています。５月から今年の地球環境大学が始ま

ところで、ＣＡＳＡの活動には幅広い年令の人た

ちがボランティアとして参加しており、大きな支

えになっています。例えば地球環境大学では、従

来はテーマに即した調師に来ていただいていまし

たが、昨年は､運営に関わるボランティアの人た

ちが自分たちで資料を探し、まとめて自分たちで

発表するという手作り調座に大きくスタイルを変

えました。当日の運営だけではなく、中身をどの

ようなものにするか繊論を璽ね、作り上げていく

ことはとてもたいへんな作業でしたが、それだけ

に終了後の満足感も大きかったと思います。今年

も同様にボランティアの人たち主体の運営で、準

備が着々と進められているところです。地球環境ま
の
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という願いから、環境教育０回
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の分野にも取り組みを広げていま多橡な人が参加する地球關境大学ﾁｰﾑの省エネは重要な温暖化対策の一つ
ミーティングの犠子

す。2000年４月に潔境教育教材『地であり、市民が身近に取り組める活

球温暖化」を刊行したのに続き、４月末に動です。

は廃棄物問題についての教材にみと私たちのくまた、気候ネットワークなど関西の他の団体や

らし』が完成の予定です。これらの教材は、主に個人が参加して、市民

学校での「総合的な学習の時間」で環境教育を行っ共同発電所の取り組み

てもらうために製作されたものですが、地域でのも始めています。

環境講座など、大人向けにも使うことが可能です。これらの取り組みを

最近では地域の人たちが学校へ出向いて環境教育通じて、環境問題を身

などをする「出前調座」も各地で広がりを見せて近に感じ、行動しても

いますが、そういった人材を増やしたいと、昨年らえるよう、今後も活

には「出前認師養成識座」を開催しました。今年動を広げていきたいと

も引き続き開催する予定です。考えています。

OCASAｶﾞ製作し遁頂鰄宵敏材

特定非営利活動法人地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA）
〒540-0026大阪市中央区内本町2-1-19内本町松屋ビル10-470号室
ＴＥＬ：O6-6910-6301FAX：O6-6910-6302 

E-mail：office＠casabnetjpURL：http:"www・netpIus.､e､jp/casa/indexlhtm

環境と大気汚染を者

紹介です。

)だだきましだ。

福村由起さん
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…新スタッフ豊田陽介

この４月から気侯ネットワークのスタッフと

なった豊田鴎介てす。

私が気候ネットワークに関わり始めて、旱５

年になりユ十・しかし、ゴミか自分がスタッ

フにぜろ日が来ようとは思っても見ませんて

した。

大学院を修了Ｌてから、２年間、京エコロジー
センターの願風として、ＮＧＯ/ＮＰＯど連扮し

たパートナーシップ事業を主に担当して、、i

した。「自然エネルギー学校・京都」や｢大liル
光発趣キット長し出Ｌ本粟」など､気候ネット
ワーークとパートナーシップを組入て事業を行
う二ともあり、外から剣侯ネットワークを見

る良い機会となりきした。

昨年、木原〈んが京都府センターに移り、

実筏その抜けた穴を埋めることに画リユナ。
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私の職場てULISO14001を頂得して、、

１十。昼休みになると事務所の通えば

消ミルまらて人が､、な、､かのように
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なりiす。又暑く冬寒い京都金地Ｔ、
エアコンの設定を緩くしたらなおミら

過酷になります。それても、魎気住用

量が５％泣く削減Ｔきたと聞くとやる

気にとります。昼休みになると張り切っ

て趣凱を消して回る上司を見ていろと、

ミミやかな事ても、こうして恋エネの

意識を持つ人が増えるのは讃婿らＬぃ

卒だと思うのてす。

ポットイ便時間お湯の保温をしない

こと。パソコンはハードだけてなくモ

ニターの毯源も切ること。妥紙を利用

すること。家了実践するのは愈易なこ

とても、オフィスイ提案Ｌ、徹底する

のは大変てす。けれて、どんなに小ミ

な事ても自分にてきる事から拾を広げ
ていきたいと思いiす。
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このコーナーでは、「家庭・個人」・「地域・グループ」でできる
.効果的な温畷化対策を組介していきます。

i議籔雪尋！

参画z，ﾃｰﾏぱ′i圏ﾊヱｮﾗ電R綴/
冷蔵願やエアコンなどの闘い替えをお習えの方、必見１１
週蝋にもお財布にもやさしい、闘い物上手になろう。

「うちの冷蔵庫はまだ使えるのだけれども、電気

代は合の冷蔵庫の万がずっと安いと聞く。でも捨て

るのも忍びないし、どうしたらいい？」こうし庭問

題を考える時には、製品のライフサイクル（製造さ

れてから使用され、捨てられるまで）全体でのCO2

PlH:l鬮（LCCO2）をみることがひとつの鍵になります。

例えば松下電器産業の「環境経営報告薑2003」に

よれば、1991年製造の冷蔵庫の平均的なライフサイ

クル全体のCO2排出壜を100とすると、その内製造時

のCO2排出鑓は４％に過ぎず、使用時が残りの96％

です（平均使用年数12年の場合）．これが2002年に

発売された省エネ型ノンフロソ大型冷蔵庫になると、

製造時のCO2排出霞は変わらず、使用時のCO2排出鼬

は91年の約1/6で済みます。つまり、１１年前の冷蔵霞

を省エネ型に買い換えると、大体1年以内に製造時の

CO2排出鑓を取り返すことが出来るわけです。

もつとも、車やエアコンなど、使い方によって

CO2排出蝋が大きく変わる機器の場合は一概には雷

えません。平均して７～8年で闘い換えられる乗用車

だと、走行距離が多くない場合は、ハイブリッド軍

に買い換えるより、合の車をしばらく使う万がCO2

排出鑓が少なくなる可能性があります（「曰経エコ

ロジー」2004年５月号参照）。

伊東奥書（ひのでやエコライフ研究所）
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｢インターン制度」のご紹介気候ネットワークは多くのインターン生を受けへれています！

最近は、企業や行政だけでなくNPOがインターンの受け入れ先の－つとなってい
ます。気候ネットワークも2000年からインターンの受け入れを始め、年々受け入れ
人数が増えてきましだ。

昨年度は、損保ジャパン環境財団、大学コンソーシアム京都、立命館大学より、
合計8名のインターン生に活動していただきましだ。インターンの期間は1ケ月～8ケ
月と様々ですが、できるだけ具体的なプロジェクトを担当していただき、賀任のあ
る立場として活動してい庭だくようにしています。
インターン生は、決められた璽務をこなすだけではないので、負担となることもあ
りますが、研究会への参加や他のボランティアとの交流を通じて、様々なノウハウを
薑潤し、より成果をあげていただいていると思います。気候ネットワークでの活動
を通じて、温暖化の知識やＮＧＯ活動について理解を深めたり、社会との接点を増
やすことにつながっているのではないでしょうか。

合後とも多くのインターン制度とのつながり、インターン生の受け入れと交流を大
切にし危いと思います。

担当プロジェクトでの樵子

打ち合わせの樵子

おすすめの本の紹介です。

本の紹介 鐙ﾌﾞﾅ書:"ｒ狸Zf罰潭(､温圀Z鰯Zと住害・湊ちづくク"厩畳・ゴー完γ宗一ターノ

林業改良普及双鬮No.１３５「木質バイオマス発電への期待」
著者：熊崎実、編築・発行：社団法人全国林藁改良普及協会2004年１月17日第１刷発行

木質バイオマスエネルギー利用の中でも、熱

と電気の両方を利用する「熱電供給システム」

に関する入門瞥です。基本的な技術的内容だけ

でなく、地球温暖化問題やＢ本の林産業の視点

から、木質エネルギーの考え万や留愈点が暦か

れています。アメリカやヨーロッパ、北欧等に

おける政策や現状、課題から、森林の管浬万法

まで紹介されていますが、Ｂ本においては可能性

の示唆に留まっています。しかし、全国各地で、

本圃に勇気づけられた自治体やNPOなどによって、

木質エネルギーの利用への取り組みが広まりを見

せたと言われています。バイオマスエネルギーだ

けでなく、温暖化問題における森林の位圃づけや、

森林利用について関心がある方にお閲めです。

＜本体923円十税182ページ＞

ボランティア
編集後記

気候ネットワークでは

たくさんのボランティアが

一緒に活励しています。
そのボランティアからのコメント！

新ボランティアチーフ（京都）岩政萌慰さん

／合号から、ストリートのデザイン.、
煽集を担当することになりましだ、中野

大です。季節感溢れ、希望に満ちた編集後

記を書いたのですが、扇務局長の「堅い！」

の一言で差し替えとなりました…（汗）。

デザイン・縄集には写真の処理をはじめ、

細かい作築がいくつもあり、予想外の苦労

がありました。先代の岡さんの繊細さ、

鰯辮::諺

立命館大学４回生の岩政です。気候ネットワークの活動に関わり、

1年がだち、自分の瑠境問題への意識も高まり視野が広がってきたこ

とを実感しています。

合、自分に出来ることが例え微々たるものでも、その潤み函ねは

とても大事です。合年はボランティアチーフという機会をいただい

たので、多くの万々との出会いを楽しみにしています。私の持って

いる知織や経験はまだまだ浅いですが、みなさんと一緒に勉強して

いけたらと思っています。よろしくお願いします。
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東京事務所

E-mail：kikoIko@Icaapcolg 
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